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展示コーナーの様子

　中央図書館では、被爆地ヒロシマの
図書館として、毎年８月６日を中心に、
被爆の実相や広島の復興を伝えるとと
もに、平和の尊さを共有するために、
被爆体験継承事業として企画展示と関
連行事を開催しています。これまで、

「音楽」「交通」「碑」「体験記」など様々
な切り口でテーマを設け、企画展示を
開催してきました。また、昨年度は、
被爆80周年事業として、これまでの
企画展を基に『〈ヒロシマ〉 被爆を知
る・調べるブックガイド』を作成しま
した。
　今年度は、広島市各区の惨禍に焦点
を当てた展示を行います。自分たちが
暮らしている地域やそこに住んでいた
人たちに、「８月６日　あの日」何が
起こったのか、被爆の惨状、被爆後の混乱、復興の状況などを所蔵資料から紹介します。
　中央図書館の展示コーナーでは、直接資料を手に取って、ご覧いただくことができます。同じフロアの「原
爆・平和関連資料エリア」には、被爆体験の継承と平和意識の高揚を願い、広島や長崎の被爆に関する資
料を広く揃えていますので、さらに深く被爆について調べていただくことができます。
　関連行事として、中国新聞でさまざまな記録や証言を基に連載されている「ヒロシマドキュメント」や連
載企画「ヒロシマの空白　被爆75年」などを担当されてきた、編集局編集委員の水川恭輔氏による講演会
を行います。また、被爆の惨禍を知る人の声を直に聞く機会が失われつつある今、自らの被爆体験と平和
への思いをお話しいただく貴重な場として、「被爆体験者の証言を聞く会」も予定しています。
　現在、世界の様々な場所で激しい戦闘が続き、核兵器の使用が危ぶまれています。今回の展示や関連行
事を通して、原爆の恐ろしさを後世に伝え続ける大切さを改めて感じるとともに、平和への思いを共有す
る機会となれば幸いです。

令和8年度被爆体験継承事業

展示「８月６日　あの場所で」
会 場：中央図書館9階広島を知るフロア　
期 間：令和8年7月15日（水）～9月29日（火）
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ボードゲームベースの様子

図書館司書がおすすめするこの1冊 「ゲーム」

図書館でゲーム!? −ボードゲームベースの紹介−

児童書 

『セブン・レター・
　　　　　　ワード』

キム・スレイタ―／作
武富　博子／訳
評論社　2017年

　イギリスで父親と暮らす14歳のフィンレイは、
スムーズに話すことが苦手です。文字タイルを
ならべて英単語をつくる「スクラブル」という
ボードゲームが得意で、毎日ひとりで練習に励
んでいました。
　学校で全国学校スクラブル選手権大会に誘わ
れた彼は、最初乗り気ではありませんでした。し
かし、出場することで２年前に理由も告げず家
を出ていった母親から連絡が来るかもしれない
と考え、大会優勝を目指し始めます。ある日、オ
ンラインでの対戦中に、母親の居場所に繋がる
手がかりを得て……。
　ゲームを通じて家族や友達と距離を縮め、成
長していく物語です。スクラブルのルールや面
白さも知ることができます。

　移転・開館した中央図書館８階「こどもと青少年のフロア」に、
ボードゲーム専用のスペース「ボードゲームベース」が誕生しまし
た。本棚に囲まれくつろいだ空間で、ボードゲームをご利用いた
だけます。
　ボードゲームは、カードやトランプ、サイコロなどを使ってテー
ブルの上で遊ぶアナログゲーム全般を指します。８階のカウンター
では、「ito」や「犯人は踊る」などのカードゲームを中心に22種類
ご用意しています。
　シンプルなルールで気軽に遊べるものが多く、こどもから大人
まで幅広い世代に楽しんでいただけます。
　友だち同士や家族で中央図書館へお越しの際は、ぜひボードゲームの面白さを体験してください。

一般書

『西洋アンティーク・
　　　　ボードゲーム』

エイドリアン・セビル／著
鍋倉　僚介／訳
日経ナショナルジオグラフィック
2021年

　16世紀末、紙に印刷されたボードゲームが現
れました。ゴールまでの到着順を競う単純なゲー
ムは欧州各国へ広まり、19世紀に入る頃には、
デザインや彩色に工夫を凝らした美しい作品が
数多く作られるようになります。また、宗教や
道徳、旅行案内、政治など多種多様なものが、各
国の文化や歴史を背景に、ボードゲームのテー
マとして取り上げられていきました。
　「天文学の楽しみ」、「在宅旅行御一行様のロン
ドン見物」、「ウィリー、おばあちゃんに会いに
行く」など心惹かれるタイトルのボードゲーム作
品が、すべてカラーで紹介された、眺めるだけ
で楽しい１冊です。 


